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医学研究センター

研究評価部門

椎橋　実智男
（部門長）

1．構成員
　部 門 長　椎橋実智男（SHIIBASHI, Michio） ：IR センター：教授（任期：R7.3.31）
　副部門長　徳元　康人（TOKUMOTO, Yasuhito） ：アドミッションセンター：講師（任期：R7.3.31）
　部 門 員　別所　和博（BESSHO, Kazuhiro） ：医学研究センター：助教
　　　　　　新井　菜緒（ARAI, Nao） ：大学事務部：事務員

2．目的・目標
　本部門は，埼玉医科大学医学研究センター規程第 8 条に則り，種々の研究評価を行うための研究業績データを集積し，提
供する，学外からの人的経済的資源の確保をめざした広報活動を行う，ことを目的としている．

3．活動実績
　○研究業績データベース
　　・保健医療学部の教員に対する利用説明会の開催（4 月）
　　・中央研究施設を利用した研究成果のデータの提出（7 月）
　　・人事考課のための研究業績データダウンロードへの対応（7 月）
　　・大学病院への研究業績の提出（特定機能病院）（8 月）
　　・国際医療センターへの研究業績の提出（JCI）（8 月）
　　・Researchmap とのデータ交換（4 月から 3 月まで原則毎月実施）
　○医学研究センターホームページ
　　・研究費公募関連情報の掲載
　　・埼玉医科大学雑誌（電子版）の掲載
　　・その他関連情報の更新
　○研究活動実績登録システム
　　・データの集積，登録，分析
　　・人事考課における研究活動実績（研究ポイント）の運用

4．自己評価と次年度計画
4－1．前年度の改善計画に対する今年度の点検・評価
　研究業績データベースの利用は徐々に定着してきており，部門の目標とする活動とその成果は達成できたものと自己評価
している．また，令和 6 年度に実施した研究業績データベースのカスタマイズによって，MEDLINE や医学中央雑誌などの
外部データベースからのデータの取り込みが可能となった．本学の研究をさらに推進するために，他大学と比較した本学の
研究力の分析を行う必要がある．

4－2．今年度の自己点検・評価に基づく改善計画
　IR センターと連携した研究活動の質保証，利用率の低い臨床の助教の利用拡大にむけて努力を続ける．本学の研究をさら
に推進するために，他大学と比較した本学の研究力の分析を計画する．
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